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本取り組みは、1 コマ 90 分の中の約 30 分の中で行ったもので、通常の共通テキストを
用いた授業の合間に取り入れたものである。その一例をあげる。
4.1. 一回分の取り組みの様子












機能を使って英和辞書へ進む。すると、less を除いた stain に「しみ、汚れ」の意味がある
ことに気づくと、教室のあちこちから「おぉ～」という感心する声が聞こえた。さらに、ク
ラスで最も元気の良い学生が「ボンレスは ?」（ボンレスハムから）と発言し、クラス中の
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